
　８．中国（地域別調査機関：（社）中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる ○ ○
やや良くなる 商店街（代表者） ・これだけ暑さが厳しいと、秋冬は涼しさ・寒さをより感じ

て、防寒着が良く売れる。
百貨店（販売促進担
当）

・アパレルについては、現状が底のように思っているので、
今後良くなる。また飲食と雑貨についても、もう少し様子を
見なくてはならないが、徐々に上向いてくるのではないか。

百貨店（売場担当） ・９月、10月と大きなイベントの予定がある。毎年好評であ
り、今年は趣向を凝らしているので、売上が増加する。

家電量販店（予算担
当）

・昨年の冬は非常な暖冬で、暖房機関連が不調で終わってい
る。今年が平年並みに戻るとすれば、ある程度の底上げが期
待できる。

その他小売（営業担
当）

・売上等から今月は景気の回復が実感でき、これはある程度
は継続する。

旅行代理店（営業担
当）

・選挙で自民党が大敗したが、企業にその影響はでていな
い。各業種ともそこそこ忙しくなってきているので、旅行業
も良い影響が出る。

タクシー運転手 ・秋の行楽シーズンを迎え、世界遺産に登録された石見銀
山、松江市内等々、各旅行会社からの問い合わせは多数入っ
ている。これから９月、10月と開府400年の松江市等イベン
トもあるので、売上もそれに伴って増加してくる。

通信会社（販売企画担
当）

・今後の主力となる新商品の発売を11月から予定しており、
市場が活性化される。

テーマパーク（広報担
当）

・県内で大きなイベントがあり、波及効果が期待できる。

変わらない 一般小売店［茶］（経
営者）

・先の見えない状況が続いているが、県外の景気の良さそう
な場所の催事等に参加し、当社の特性を生かした商品群と販
売方法で積極的に打って出る。

百貨店（営業担当） ・最近気温が不安定で、またこの冬は暖冬と予想されてお
り、前年好調だった非ウールコートの売上をニットアウター
でどこまでカバーできるか懸念される。

百貨店（売場担当） ・昨年同様に残暑が10月下旬まで残るようなことが予想さ
れ、ファッション関連においても、秋物が全く売れないまま
に冬物の立ち上りも苦戦することが予想される。周囲の商店
街の閉店も止まらず、商業地域として見ても良くなる要素が
見当たらない。

百貨店（売場担当） ・残暑のため秋物の立ち上がりが鈍く、売上を増加させる対
策がない。気温が下がらない状況が続けば９月の前半は苦戦
が予測される。特にブーツの動きが不透明で、売上はいまだ
前年比80％で推移しており、急に上がるとは思えない。

百貨店（購買担当） ・暑さのせいで秋物商材が売れないが、そのなかでも、ブー
ツ・財布等は、昨年より早く動きが良くなっている。３か月
先に暖冬でなければ、この動きは継続する。ただし、ヤング
部門では今ごろ秋物が動いているはずだが、目新しい素材・
デザイン等もなく厳しい状態が続く。

スーパー（店長） ・いよいよディスカウント店のオープンを迎え、価格競争が
より激しくなることは必至で、前年の来客数の確保が困難に
なり、同時に利益確保も大変な状況が続く。

スーパー（店長） ・ここ半年間ずっと前年よりやや良い状態が続いている。今
後もこの状況は変わらない。

スーパー（店長） ・秋口になり、油関連、特に食用油の商材の値上がりがあ
る。そのため、一品単価の上昇があると思われるが、反対に
買上点数が減少してほぼ前年並みの売上になり、変わらない
状況が続く。

スーパー（総務担当） ・平均単価も前年並み、客単価もやっと前年並みまで戻って
来た感があり、２～３か月は大きく悪くなることはない。

スーパー（管理担当） ・価格強化販促を組んで来客数の確保はできているものの、
必要な物だけ購入するので売上点数・客単価の増加がみられ
ない。年末だが、クリスマスが週末からとなるので大型店舗
へ客は流れると思われ、売上増加は見込めない。

コンビニ（エリア担
当）

・今年に入り、前年比３～５％の来客数の伸びで推移してい
る。これからもこの状況が続く。

コンビニ（エリア担
当）

・卸については大型スーパー・コンビニエンスストアの出店
が何件か入っているので、それに伴い、引き続きある程度の
数字はとれる。下半期に入り客の流れも良い。

家計
動向
関連



コンビニ（エリア担
当）

・今月は猛暑で、飲料やアイスクリームは前年並みの売上が
あるが、動く商品がごく限られていて、全体的には客の買い
控えが見受けられる。９月以降に関しても、現状の売上を伸
ばすのは難しい。

家電量販店（店長） ・厳しい状況が続くと思われる。切羽詰まっての購入はある
が、衝動的な買物はない。

乗用車販売店（サービ
ス担当）

・客の動きも鈍く、コンパクトな新型車の投入も無く、苦し
い戦いが続く。

自動車備品販売店（経
営者）

・来客数の落ち込みはあるが、接客して販売する商品の動き
は堅調に推移しているので、ガソリン高騰が落ち着けば若干
の回復は見込める。

自動車備品販売店（店
長）

・来客数・客単価共に少なく、これからも改善の傾向が見受
けられない。

その他専門店［カメ
ラ］（店長）

・関東圏や中部圏など一部の地域は良いが、それ以外はそん
なには変わらない。当地では、変わるような好材料が今のと
ころ存在しない。

高級レストラン（ス
タッフ）

・今後の予約状況をみても、昨年と同じような状況であり、
あまり変化はない。

一般レストラン（経営
者）

・売上は、今月は全体的には前年比100％をクリアしている
が、お盆の時期が80％台と苦戦した。前半と後半で何とか
100％にまでもっていった。このような状態がもう少し続
く。

その他飲食［ハンバー
ガー］（経営者）

・新規顧客の獲得、リピーターの増大を図るため客単価の
アップは難しいが、売上の上昇基調は変わらないと考えてい
る。

都市型ホテル（従業
員）

・宿泊の予約状況が、９月は予想を下回っているが、10、11
月は団体予約の問い合わせが増加しており、どちらともいえ
ない。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・秋にはスポーツ団体の予約が宿泊・宴会・レストランにか
なり入っているが、どれも客単価が低いので増収は見込め
ず、前年並みである。

都市型ホテル（総務担
当）

・全国大会等の受注はあるものの、全体としての受注状況は
動きとしてはまだまだである。原材料あるいは重油の高騰に
より、ホテル側としてはマイナス要因が多い。全体として景
気回復と言われても実感はなく、どちらかと言えばマイナス
傾向にあるのではないか。

タクシー運転手 ・８月には、貸切バスが少し動いていたようだが、タクシー
までこの効果が及ぶにはもう少し時間が掛かる。

タクシー運転手 ・10月からの医療介護の法律の変更などで、医療施設の客が
半減する。また、２～３か月先には運賃値上げでタクシー運
転手の年収は増えると思っていたが、現状は値上げができる
状況ではなく、売上は伸び悩む。

通信会社（総務担当） ・客の大手事業者のサービスへの乗換え等により、厳しい状
況が続く。

テーマパーク（財務担
当）

・秋の観光シーズンとなり、さまざまなイベントを企画して
おり、それによりある程度の来客数の増加は見込めるが、利
益がどの程度上積みできるかは想定しづらいため、全体とし
ては現在とあまり変わらない。

テーマパーク（業務担
当）

秋から冬にかけては大規模イベントを予定しており、また来
客数が増加する季節となるが、例年以上の来客数を獲得する
には相当の努力が必要であり、やや厳しい状況には変わりは
ない。

設計事務所（経営者） ・建築基準法が改正され、建築物価が高騰してきたことか
ら、仕事の手間が増え、思うように仕事量を増やすことがで
きないので、この状態が続く。

設計事務所（経営者） ・新築、リフォームを含め設計事務所への相談件数も以前と
比べて減っている。ここしばらく客の動きも期待できない。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・商店街を取り巻く環境もよくない。既存店舗の撤退が決ま
り店舗数減少に歯止めが効かない状況が続く。

一般小売店［印章］
（営業担当）

・一部に中国景気に影響されたと思われる大手鉄鋼関連会社
などは大変景気が良いと聞くが、一般的には、最近法人を設
立するというような動きはなく、また個人客の来客数も減少
していることから、これから先少し厳しくなる。

百貨店（営業担当） ・近くに競合店が出店する。
百貨店（販売促進担
当）

・郊外ショッピングセンターの増床オープンが間近になって
くるにつれ、市内商店街からの出店、また当店に出店してい
る店舗の出店等も明らかになってきた。商圏人口に変化が無
い状況の中、ますます競合は厳しくなる。



百貨店（販売担当） ・８月同様に、ここ数か月は新規商業施設に客の動きが流
れ、集客アップは見込めない。

スーパー（店長） ・競合店が２店舗出店する予定であり、その影響が懸念され
る。

スーパー（店長） ・現在ＪＲ駅構内及び駅前周辺が改装工事をしており、商圏
としての集客機能自体が落ち込んでいる。商圏としての集客
体制が整うここ数か月間は景気の上昇は難しい。

スーパー（販売担当） ・新商品の入替えのたびに、値上がりを感じる。秋になって
もこの傾向が続くのでやや悪くなる。

スーパー（財務担当） ・仕入原価の引上げ、天候による相場の高騰等も予測され、
このため１人当たり買上点数が伸びない。

コンビニ（エリア担
当）

・今月は割と良かったが、客は本当に必要なものしか購入し
ないという財布のひもの固さは、今後も決して緩むことはな
い。

コンビニ（エリア担
当）

・競合店の出店・他業種の出店により、じわりと売上が前年
を割り続けている。今後、更にこの動きが加速し、厳しい状
況となってくる。

衣料品専門店（地域ブ
ロック長）

・残暑が長引き、秋物の立ち上がりが悪くなっている。今後
も衣料品の動きが良くなるとは考えにくく、売上は低迷す
る。

家電量販店（店長） ・年金問題など、将来の生活設計の不安から、高齢者の消費
が少し落ちてきており、この傾向は続く。

乗用車販売店（統括） ・税金の負担とともに、ガソリンの値上げやそのほかの物価
の上昇により、消費に慎重な傾向が強くなる。

住関連専門店（広告企
画担当）

・多少高くても良い物が欲しい客が少なくなるため、売上が
増えず、今後も厳しい状況が続く。

一般レストラン（店
長）

・７～８月は来客数がゆるやかな動きで推移した。平常月に
なると若干来客数が前年比で減少すると思われる。

観光型ホテル（経理総
務担当）

・10～11月の一般宴会、婚礼宴会の受注状況が、前年を大き
く下回っており、今後、大幅に伸びることは難しい。前年実
施された企業の大型宴会が今年は入っていないため、厳しい
状況が続く。

設計事務所（経営者） ・受注の確保が量的に難しく、厳しい状態が続く。
住宅販売会社（従業
員）

・展示場への来客数が減少し、また客の購買意識においても
厳しい状況がでているため、今後の受注についても厳しい。

悪くなる その他専門店［書籍］
（従業員）

・ライバル店の進出による、商環境の変化が大きい。

都市型ホテル（経営
者）

・今後の予約率が、前年比で悪化している。

美容室（経営者） ・７～８月の売上が落ち込み、この先も増加する気配が見当
たらない。

設計事務所（経営者） ・年末に向け地元建設業者が「体力の限界」に達し、倒産が
いよいよ現実のものとなる。

良くなる 輸送用機械器具製造業
（経営者）

・クライアントからの受注も増加が見込まれるし、クライア
ント自体の売上件数も増加傾向で、良い状態で推移する。

やや良くなる 輸送用機械器具製造業
（経理担当）

・新製品及びマイナーチェンジの製品の活況が予測される。

輸送業（統括） ・2008年度から新規業務を行うために、施設の拡大を計画し
ようと検討している。

その他サービス業［清
掃具レンタル］（情報
管理担当）

・室内で使用する芳香剤の需要が高まりつつある。エアコン
使用時のほのかな香りが求められているようで、期待が持て
る。

変わらない 食料品製造業（総務担
当）

・売上自体はある程度伸びつつあるが、利益率が上がってい
ないので、先行き不安である。

化学工業（総務担当） ・物流費や原燃料費高等の影響はあるものの、当面現状の利
益を確保できる。

窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・大口注文がこの先も予定があり、現在の生産水準は維持で
きる見込みである。しかし一方で加工品の注文は一段落で陰
りが出始めており、このため加工部門の要員を一部削減する
予定である。

鉄鋼業（総務担当） ・年度後半にかけても、鉄鋼需要はおう盛な見込みである。
特に、自動車用途の需要に対し、工場能力が不足気味の状態
である。

鉄鋼業（総務担当） ・世界的に景気拡大傾向にあるので需要もあるものの、米国
の景気の勢いに陰りもみられることから、不安材料もある。

企業
動向
関連



金属製品製造業（総務
担当）

・仕事量は多くフル生産を継続するが、原材料価格の値上が
りが続いている。10月以降の製品価格に値上げ分を転嫁すべ
く、得意先との価格交渉が必要となってくる。それにより業
績への影響は避けられないが、ある程度は転嫁できる。

電気機械器具製造業
（総務担当）

・携帯関連が秋モデルの投入が始まり、受注も堅調であると
予想する。自動車関連も引き続きフル操業の受注が入ってお
り、当面好調は変わらない。

電気機械器具製造業
（広報担当）

・受注が現在と同水準で推移する。

建設業（経営者） ・参院選の大敗で、やっと地方の疲弊対策という声が出てい
る一方、無駄をなくすという大義名分で、建設業はますます
苦しくなっている。まだ当分はこの苦しい状況が続く。

通信業（営業企画担
当）

・情報通信サービスの動向は個人（コンシューマ)向け主体
の廉価ブロードバンド商品が順調に伸びているが、企業の利
用もかなりの率を占め、高品質・高価格商品衰退に拍車を掛
けている。この傾向は当面変わりそうにない。

金融業（営業担当） ・若者中心に地域興しの動きはある。ただしお金をかけずに
やろうとしているので、景気のてこ入れという感じはなく、
変わらない。

金融業（業界情報担
当）

・米国経済の鈍化懸念はあるが、欧州・アジア圏の好調から
世界景気はおおむね良好が続くとみられ、当面は高水準の受
注が続く見込みである。

会計事務所（職員） ・従来は中小零細企業がほとんどだった市場や受注先にまで
大手資本が参入してきて、中小零細の事業者はあらゆる面で
圧迫され、なかには撤退を検討中のところもあり、この傾向
はいよいよ強くなる。

コピーサービス業（管
理担当）

・この業界の必要性は乏しいのではないかとさえ思えてくる
ほどで、良くなる見込みは今のところ無い。

やや悪くなる 一般機械器具製造業
（経営企画担当）

・国内・海外共に自社製品の売上が減少傾向にあり、また、
業界全体の国内の総需要をみても前年比で約１割減少してお
り、今後回復に向けての好転材料がない。

輸送用機械器具製造業
（総務担当）

・受注量・生産高共に伸びない状態で、石油をはじめとする
原材料価格の値上がりや、金利負担、あるいは社会保険料の
負担増など、コストアップの要因が多く厳しい状況であり、
先行きが懸念される。

その他製造業［スポー
ツ用品］（総務担当）

・原油の値上げの影響が大きく、当社においても原材料の値
上げの要請が後を絶たない。この状況は原油高が続く限り続
く。

通信業（部門長） ・自動車関連の製造業は好調のようであるが、国外に依存し
ており、国内の自動車の販売は低迷している。また、ガソリ
ン代の高騰で物流コストがアップしており、通信関係で新た
な投資に期待が出来ない状況が続く。

悪くなる － －
良くなる － －
やや良くなる 求人情報誌製作会社

（支社長）
・各企業の人手不足は解消していない。その関係で、求人の
ニーズがもうしばらくは強い。

求人情報誌製作会社
（担当者）

・秋期に合同企業説明会を開催して欲しい旨の声が、数多く
寄せられている。

職業安定所（雇用開発
担当）

・全体として平成19年４月からの求人関係の数値は、右肩上
がりの状況を呈しており、特別マイナス評価するような要因
が見当たらない。

民間職業紹介機関（職
員）

・人材が確保できれば、抱えている案件（ビジネス）に着手
できる企業が多く、その要請はまだ強い。

変わらない 人材派遣会社（支店
長）

・企業に先々明るい見通しがなく、今後は現状維持を図る傾
向が強い。

人材派遣会社（担当
者）

・求人数、求職者数共にあまり将来に向けての動きが感じら
れない。

職業安定所（職員） ・有効求職者は横ばいからやや減少傾向で推移している。相
変わらず、求人と求職のミスマッチという問題もあることか
ら、滞留求職者はこれからも多く、今後も大きな変化はな
い。

職業安定所（職員） ・非正規求人や、パート求人が増加し続けている。この状況
では求職者の所得が低く抑えられ、個人消費が上昇しにく
く、景気が上向きとなることは考えにくい。

学校［短期大学］（就
職担当）

・学生の採用結果報告から見ると、昨年とあまり変わらない
が、企業を回ってみると、人手の未充足感は感じられる。

雇用
関連



やや悪くなる 人材派遣会社（営業担
当）

・正社員の採用環境は引き続き良い状況が続くと思われるた
め、派遣会社に対しては更なるサービスの向上が必要とな
り、利益を圧迫するようになる。

悪くなる － －


